
 

 

 

 

伊丹市立天王寺川中学校 

第 1 学 年 学 年 通 信 

令和 3年 5月 19日 発行 

No.18 

○ 課題テストを返却しています 

今週より順番に各教科課題テストを返却していっております。後日、各教科のテストの結果を

まとめた「プロフィール」を配付いたします。学習評価に入る初めてのテストです。ご家庭でも

テストの見直しや今後の学習計画にテストの結果を役立ててください。 

 授業内にて、1 ヶ月後にある「期末テスト」についても話をしております。本通信でポイント

などを記載しておきますので、ご確認していただけたらと思います。よろしくお願いします。 

 

＜テスト前＞ 最低でも 3回は取り組みましょう 

（例）（内 容）  ➡ （理由） 

ノートの見直し ➡ 授業のポイントや押さえて欲しいことが書いているはずです。また、大切

なことは色ペンなどで書いているはずです。 

 教科書を読む  ➡ 教科書には説明文や例題が書いてあります。また、大切な語句が太字にな

っていたり、四角で囲まれていたりします。 

 問題集をする  ➡ 問題集には説明文や例題、解説が書いてあります。また、「答え」がついて

いるので、問いに対しても答えや解説を確認することができます。 

＜ テスト ＞ どこまで分かっているのか（できているのか）を確認するためにテス

トはあります。テスト後には、自宅で問題を必ず解き直しましょう。 

＜テスト後＞ 必ず「ふり返り」を行い、できていないところを分析し、調べたりし 

       てできるようにしましょう。 

（例）×がついた問題の間違えた理由を分析し、調べたり直したりする。 

 ➡ 間違った理由を確認することで同じ間違いを防ぐことができます。また、今の段階で

間違いを分析すすることで、どこから復習すれば良いのか確認できます。 

 ○がついているが、選択肢を悩んだ問題の悩んだ理由を分析する。 

 ➡ あやふやに覚えていたことに対して確認することで、より正確に覚えることができま

す。また、勘違いしていた問題を再度確認することができます。 

   テストの中でとても大切だと思った問題の理由や問題で使った用語・公式を確認する。 

   ➡ テストは覚えて欲しいことがたくさん出ています。1つでも多く定着しようと思うと、

できたことの確認も大切になります。 

○ 課題や忘れ物について 

最近、課題忘れや忘れ物が増えてきており、理由を聞けば、「時間が無かった」「無くしてしまっ

た」「忘れていた」と答える人が多いです。また、できていないのに出す人も見受けられます。課

題や宿題が何故出るのかを考えたことがあるでしょうか。課題や宿題は授業で習った内容をより

定着させたり、計算力などの力を向上させたりすることを狙いにしています。目的をしっかりと

確認をして、計画的に宿題に取り組みましょう。 

また、中学校は小学校とは違い、授業で出る宿題以外にも、自学自習が大切になります。早い

段階から問題集に自主的に取り組んだり、授業の予習復習を行ったりして自己の力を高めていき

ましょう。 

 

○ 時間について 

時間の大切さについて漫画「ドラえもん」の作品で分かりやすいお話が出ていたので紹介しま

す。その話の中でドラえもんが「1日 3時間無駄にすれば月に 90時間、年に 1080時間無駄にす

ることになる」ことを説明しています。言い方を変えれば、1 日 3 時間勉強すれば、月に 90 時

間、年に 1080時間勉強したことになります。勉強した時間を「＋」、無駄にした時間を「－」と

いう風に考えれば、無駄にした人と勉強した人とでは 1日に 6時間差が広がります。その差がど

んどん広がり、月では 180 時間、年に 2160 時間広がったことになります。力の差がはっきりと

出ることがよく分かると思います。時間を無駄にせず、日々の学習を大切にしていきましょう。 

 

○ 置き勉について 

梅雨に入り、日に日に蒸し暑さが増してきています。そのため、お茶を持ってきたり汗ふき用

のタオルを持ってきたりと荷物が増えているお子さんが多いと思います。1年生では、「置いて帰

って良いもの」「必要に応じて持って帰るもの」「毎日持って帰るもの」を授業内にて説明し、日々

の荷物が少しでも軽くなるように配慮させていただいております。各教室には委員会を中心に作

成した置き勉の一覧表も掲示さしておりますので、お子さんを通じてご確認ください。また、日々

の荷物が軽くなった分、熱中症対策として多めにお茶を持ってくるようにお願い致します。 

 

○ 今の時期に考えてほしい詩（願いがかなう夢ノートのすすめ 著者 中山 庸子 作） 

幸せな人生には 2種類のメガネが必要です。 

ひとつは人生の目標を 眺めるための遠メガネ。 

もうひとつは 日々の小さな喜びを 

見落とさないための 虫メガネ。 


